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バイオマテリアル表面への各種口腔細菌付着量の評価法について
佐久間　陽　子
東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学分野　口腔生化学分野
このたび,中国･武漢で行われました
第58回JADR学術大会(第2回
PAPF/第1回APF学術大会との併催)
におきまして, 2009年度JADR学術奨
励賞を拝受いたしました｡簡単ではあ
りますが,研究内容を一部紹介させて
いただきます｡
アクリルレジン義歯等,バイオマテ
リアル表面のバイオフィルムは,口臭や口内炎,更には誤喋性
肺炎等の原因になることが示唆されています｡しかし,各種口
腔細菌の付着の詳細については不明な点が多く残されていま
す｡これまでの付着細菌量の評価は放射性同位体(Rl)を用い
た方法が主であり,色素等を用いた簡便な非Rl法はミュータ
ンスレンサ球菌やカンジダ等に限られていました｡そこで本研
究では,各種口腔細菌のアクリルレジンへの付着を対象とし,
Twiggらが報告している酸化還元反用により反応するAlamaド
Blue⑧溶液1)を応用した非RJで簡便な定量方法を検討しまし
た｡
4種の細菌種(Streptococcus mutans, S.sanguinis,
Actinomyces naes山ndii, Ve‖onella atypica)の標準株を嫌気
的に培養し,その懸濁液を使用しました｡アクリルレジンを底
面とするウェルに滅菌唾液あるいはKCl緩衝液を入れ表面処
理を行った後,菌懸濁液をウェルに加えて37oCで静置し,2時
間後ウェル内を洗浄した後, AlamarBIue⑧液をウェルに加え
37DCで3時間インキュベ-トしました.その後,ウェルから
Alamar Blue溶液を回収し蛍光強度を測定し,付着細菌量を菌
量一蛍光強度曲線より算定しました｡
AlamarBIue⑧を用いた本手法によって, Rlを使用すること
なく簡便にかつ短時間で各種口腔内細菌の付着量を定量評価
することが可能となりました｡アクリルレジン表面への付着量
は, S. sanguinisが最も高く,次いでA. naeslundii, S. mutans,
V.atyipicaと,菌種により付着程度が異なることがわかりまし
た｡S. sanguinisとA. naes山ndiiは, Kolenb｢anderらによりエ
ナメル質表面のearly colonizerとして報告されていますが2),
今回我々の研究において,アクリルレジン表面にも付着し易い
ことが示されたことから,付着機構の共通性が示唆されまし
たo唾液前処理によっモ全ての菌種で付着量が低下した(431
79%)ことから,唾液成分によって付着が抑制される可能性も
示唆されました｡
今回の受賞を糧に,今後は本手法を他の口腔細菌やバイオマ
テリアルにも応用し,バイオマテリアルの細菌付着性のスタン
ダード評価法にまで高めたいと思います｡そして本研究を通し
て,口腔内疾患や誤噺性肺炎等を予防できるバイオマテリアル
の開発に繋がればと思います｡最後になりましたが,本研究の
遂行にあたり,御指導,御協力いただきました諸先生･諸先輩
方に感謝申し上げます｡
主な参考文献
1) Twigg. RS. : Oxidation-reduction aspects of ｢esazu｢rn.
Nature 155 : 401-402- 1945
2) Kolenbrander, P.E. and London. J.. Adhere today, here
tomorrow I oral bacterial adherence. J Bacterio1 175こ
3247-3252, 1 993
略　　　歴
2005年3月　岩手医科大学歯学部卒業
2005年4月　東京医科歯科大学歯学部付属病院研修医
2007年4月　東北大学大学院歯学研究科(口腔システム補綴
学分野)入学
(現在に至る)
26
